
台 数 記 号

室内 室外

V／Hz

kW

kW
A
%

m3/min
Pa
kW
kW
A
A

乾球温度 ℃
湿球温度 ℃

dB

m3/min
kW
kW
A
A

乾球温度 ℃
湿球温度 ℃

kW ダクト ／
ダクト ／

高圧カット MPa 室内

低圧カット MPa 室外

室内

室外

W

室内ﾕﾆｯﾄ

高低差 外機～内機

室内ﾕﾆｯﾄ吸込

日付 副番 C

セット形名 PFHV-P265DMJ1-F PFAV-P265DMJ1-F PUHV-P224DMJ1(-BS,-BSG)

3.21殿

設備用インバーターエアコン仕様書　新冷媒スプリット

御使用先 法定冷凍トン／台

室
　
　
　
　
内

三相　200V／50Hz
暖　　房冷　　房

電           　源

運   転   電   流

弊社工事番号
製品質量(概算) kg 室外  169

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ
室内 138

始動方式

能           　力

16.0
89

0.30

消　 費 　電   力

35
運   転   力   率

風　　  　　量
機  外  静  圧
電 動 機 出 力

背面

運　転　電　流

消　費　電　力

運　転　音　PWL
(1台当たり)

吸込空気

風　　  　　量
電 動 機 出 力

吸込空気

運　転　電　流 14.9

運　転　音　PWL

dB

圧縮機(全密閉形)電動機 4.0（室外）  吸込口形式 ／ 方向

室
　
　
　
　
外

4.67 5.05
16.1

電源・伝送線接続方向
右・左

消　費　電　力

冷 媒 ／ 冷凍機油 R410A／ｴｽﾃﾙ油  吹出口形式 ／ 方向

－

始　動　電　流

始　動　電　流 15

圧力開閉器
(高低圧)

4.15

－

上面

 冷媒配管接続方向
右・左
前・下

(ﾕﾆｯﾄ下面より前後左右に引出し可能)

前・下
(ﾕﾆｯﾄ下面より前後左右に引出し可能)

クランクケースヒーター － ドレン配管接続方向 左(現地にて右に変更可)

リモコン 調節範囲 ℃
<冷房>　14～30

<暖房>　17～30

室外ﾕﾆｯﾄ吸込
<冷房>　乾球温度  15～43℃　(送風機運転中の送風機吹出し部は除く)

<暖房>　湿球温度 -6.5～22.5℃　(送風機運転中の送風機吹出し部は除く)

φ9.52／φ19.05

エアフィルター(ろ材) ＰＰハニカム織
塗 装 色 マンセル  5Y 8/1 <近似色> 室外ﾕﾆｯﾄ マンセル  5Y 8/1 <近似色>

*除外工事  据付･基礎工事､給排水工事､電気接続工事､ﾀﾞｸﾄ工事､防熱工事､電源開閉器､温調･湿調用電磁弁､逆止弁､本仕様書に明示無き事項｡

　三菱電機株式会社 17-1-12 仕様書番号 WYNC2-3197-5

室外ユニット～室内ユニット間実長 150m以下
室外ﾕﾆｯﾄ上の場合 50m以下　／　室外ﾕﾆｯﾄ下の場合 40m以下

延長配管径(液／ガス)

使用温度
範囲

<冷房>　湿球温度 10～35℃ 　　<暖房>　乾球温度 -3～25℃

添付図面
外形図（室内）　KQ94R492　　電気配線図（室内）　KQ94R579　　機外配線図　KQ94R637
外形図（室外）　KS94T848    電気配線図（室外）　KE94G503

注
意
事
項

注 1.騒音値はJRA4065:2013に基づいた値です。実際に据え付けた状態で測定すると、周囲の騒音や反響などの影響を受け、
　　 表示数値より大きくなるのが普通です。
   2.室内ﾕﾆｯﾄ吸込空気乾球温度が冷房時15℃以下、暖房時25℃以上で強制ｻｰﾓOFF（送風状態）になります。
　 3.室内ﾕﾆｯﾄ吸込空気乾球温度は-3℃以上でご使用ください。-3℃以下では室内ﾕﾆｯﾄに結露が生じることがあります。
　 4.室内ﾕﾆｯﾄ吸込空気乾球温度が5℃以下の場合には、加湿器凍結防止・冷風感防止のため、強制的に暖房運転することがあります。
　　 また、異常時・除霜時はﾌｧﾝが停止しますが、加湿器を搭載しない場合や、暖房時に冷風吹き出しの影響を受けない場合は、ｽｲｯﾁ設定により
　　 ﾌｧﾝ運転可能です。詳細は技術資料をご覧ください。
　 5.室温制御で温度センサー(PAC-SE40TS-W)を使用される場合は、部屋の平均的な温度を検知できる場所に取り付けてください。
　　 ※温度センサー(PAC-SE40TS-W)は別売部品です。別売MAリモコン(2ヶ所リモコン)を室内に設置される場合は、リモコン内蔵センサーを使用して
　　 室温制御可能です。また、吹出空気温度制御にすることも可能です。詳細は技術資料をご覧ください。サーモOFFすると外気が直接室内に
　　 吹き出しますので、施工には十分ご注意ください。外気が人体や食品に直接あたると外気温度によっては健康障害や食品劣化等の原因になります。
　 6.本機を室温制御に使用する場合は、ｵｰﾙﾌﾚｯｼｭﾀｲﾌﾟ以外の空調機を併用してください。ｴｱｺﾝの運転状態により外気が未処理で室内に入り、室内の温湿度が
　　 大きく変化する場合があります。また、室内の除湿は直接行えませんので、室内の湿度が高くなるおそれがあります。そのため吹出ｸﾞﾘﾙ等の結露に
　　 十分注意願います。吸込・吹出ﾀﾞｸﾄは結露防止のための断熱処理を必ず行ってください。
   7.室内ﾕﾆｯﾄ周囲空気が露点温度23℃以上で長時間運転されますと、室内ﾕﾆｯﾄの結露水が垂れて水漏れに至るおそれがあります。
　 8.本製品を長く安心してお使いいただくためには定期的な保守・点検が必要です。各部品の点検・保全周期については、日本冷凍空調工業会発行の
　　 ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを参考にしてください。
   9.加湿器は、冷房時ご使用できません。
  10.データモニタリング機能は、2リモコンでご使用の場合「主－従」設定で「主」に設定したリモコンのみご使用できます。
　11.暖房運転時、室内ユニット吸込空気を-3℃以上となるように一次処理する場合は、室外吸入空気湿球温度-20℃～22.5℃での運転が可能です。
　12.リモコンの調節範囲は室温制御時の値です。吹出空気温度制御時は＜冷房＞14～30℃、＜暖房＞17～35℃となります。
　13.冷房・暖房能力および運転特性は、JRA4074:2017の吸込空気条件で運転した場合の値です。
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76.5 76.5

33.0
－ 3.0

7.0

共
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冷媒配管長

22.4(26.5)
( )は最大

4.97

33.0
28.0

50
1.2

1.1

20.0(22.4)
( )は最大

5.35
17.2

54.0 54.0

0.35 (送風機)

89

0.30
1.1

7.0
1.1

165






















